
  

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

「幸せ」につながる学びを午年に 

校長  守屋 直孝 

年明けましておめでとうございます。今年は十二支の７番目に当たる午（うま）年で

す。力強く颯爽と駆け抜けるその姿から、午年は「前進」「躍動」「成長」「繁栄」など

の意味をもち、物事が発展する年、努力が実を結ぶ年とも言われています。令和８年

が、子供たちをはじめ、教職員、保護者、地域の方々など、日野学園に関わる全ての方にとっ

て、心身ともに健康で「幸せ」を多く感じられる年になることを願っています。 

さて、本校では毎年２学期末に、上級学校進学と卒業を見据え、９年生全員が校長面談を行

っています。今年度も「日野学園での生活を振り返って」「進学して一番にやりたいこと」「将

来どんな大人になりたいか」など、一人一人の思いに耳を傾けました。「勉強や部活、行事を全

力でがんばった」、「文系・理系の大学に進学したい」、「○○関係の仕事に就きたい」という自

身の努力や夢を嬉しそうに語る一方で、「クラスの団結のために、みんなをまとめることを意識

した」、「友達や先生に頼られることがうれしい」、「社会に貢献できる人になりたい」など、周

囲のために尽くしたいという願いを多くの生徒が口にしていました。 

今年度の全国学力・学習状況調査（６・９年生対象）でも、「人の役に立つ人間になりたいと

思いますか」という設問に対し、６年生が 89.6%、９年生が 98.6%という高い肯定的な回答結果

が出ています。これは、本校の義務教育学校である特性や、特色ある教育活動の一つとして位

置付けている交流活動の成果の表れであると実感し、大変うれしく思っているところです。 

ある国内外の大学や機関等での研究によると、「誰かの役に立ちたい」という思考と行動は、

実は「自分自身の幸せ」に最も影響を及ぼす要因であるという調査結果があるそうです。これ

は心理学的な見地からも、他者への貢献は、良好な人間関係の構築や感謝されることで得られ

る自己有用感、自律性のコントロール向上などを満たす、非常に効果の高いものと言われてい

ます。そういえば、あの「きかんしゃトーマス」の物語の中でも、トップハム・ハット卿が「役

に立つ機関車になりなさい」とみんなに言っていますね。 

幸せとは 星が降る夜と眩しい朝が繰り返すようなものじゃなく 

大切な人に降りかかった雨に傘を差せる事だ     （back number 『瞬き』より） 

日野学園では、この「誰かの役に立ちたい」思いを実現する第一歩として、「やってくれてあ

りがとう」という言葉がたくさん行き交う校風を育てたいと考えています。そして、「やってよ

かった」「役に立ててうれしい」という達成感と有用感につなげていきたいと思います。午年に

あたり、私共教職員も一丸となって、子供たちの新たな躍動と成長を支援してまいります。 

ウマにちなみ、あなたが今年、跳ね馬のようにチャレンジしてみたいことは何ですか？ 

子供たちと教職員の笑顔が溢れる一年となるよう、本年も温かい応援をよろしくお願いいた

します。 

新 

日野学園だより 
品川区立日野学園  

校長 守屋 直孝 
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２年 町たんけん 11/25                  

 

５年 林間学園 12/10-11                  

 

４年 プラネタリウム 12/12               

 

５・６・７年 百人一首 12/3               

 

 

学年行事等 

 １２月３日（水）に FSS百人一首大会が体育館で行われま

した。抽選で決められたグループに分かれ、５学年から７学

年の教員が読みあげると、一斉に札を取りにいく姿が印象

的でした。子どもたちは一首でも多く覚えようと一生懸命

取り組み、学年関係なく白熱した決戦が見られました。これ

まで以上に交流を深め、温かい雰囲気で過ごすことができ

ました。 

 

 １泊２日で日光林間学園に行ってきました。「Team Up‼（団

結）」を目標に日々の生活の積み重ねを確かめる２日間にな

りました。１日目は大谷資料館見学や日光彫体験、学年レク

を行いました。初めての宿泊にワクワクしながらも規律は

守ろうと努力する姿が印象的でした。２日目はお土産の購

入、子ども総合科学館の見学をし、無事全員で帰校すること

ができました。「時を守る、環境を整える、礼を正す」一つ

一つの行動を確かめながら、協力をし、ひとまわり大きく成

長した５年生が３学期も活躍することを期待しています。 

品川区立五反田文化センターのプラネタリウムに行って
きました。プラネタリウムの大きなドームいっぱいに広が
る星空に、子どもたちは目を輝かせていました。担当の方が
冬の星座や月の見え方について丁寧に説明してくださる
と、子どもたちは熱心に質問をしたり、うなずいたりしなが
ら話を聞く姿が見られました。教室での学習が、目の前に広
がる美しい星空とつながり、子どもたちの理解が深まる貴
重な体験となりました。これをきっかけに、実際の夜空を見
上げて、学んだ星座を探してみてほしいと思います。 

 生活科の町たんけんの学習で、大崎図書館と地域のお店
見学に行ってきました。事前に質問したいことを話し合い、
当日はメモを取りながら、お話に真剣に耳を傾けていまし
た。見学後は、図書館やお店のすてきなところ、お客さん
のために工夫や努力をしているところを、新聞にまとめま
した。さらに、お店見学はクラス間で発表会を行いました。
学習を通して、地域で働いている人々への関心を高め、自
分たちとの生活との関わりについて考えを深めることがで
きました。 

 

 

 

写真はこちらに入れ
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７年 防災訓練 12/5                  

 

９年 笠原さんとの授業 12/4               

 

８年 ブラインドサッカー 12/11-12             

 

後期５組 職場体験 12/1-9               

 

 

８年５組の１２名が職場体験を実施しました。体験先で
は、タオルたたみやフォークリフトの部品の組み立てなど
の軽作業を行いました。施設の方から仕事内容の説明を受
けたり、自ら仕事完了の報告をしたり、学校を離れた環境
で、懸命に取り組む姿が印象的でした。また、班長が中心と
なって班員全員で協力して電車で体験先に向かうなど、
日々、学校で学んでいるマナーや習慣などを社会の場で実
践する機会となりました。「疲れた」と感想を言いながらも、
充実した表情を見ることができた職場体験でした。 

 日本料理店「賛否両論」店主の笠原将弘さんをお迎えし
て、お話を伺いました。社会科講師の笠井先生との息の合っ
た掛け合いが和やかにすすめられる中、大根のかつらむき
の実演もあり、プロの料理人を間近で感じることができた
貴重な経験となりました。「将来のことはまだどうなるかわ
からないが、人との出会いの中で様々な縁が生まれ、未来が
広がっていくから人生はおもしろい」という話は、進路選択
真っただ中の９年生に考えるヒントをくださいました。こ
の授業から、受験・卒業まで頑張る力を得ることができまし
た。 

日本ブラインドサッカー協会の選手・ファシリテーター
２名に１クラス２時間ずつ体験学習を行っていただきまし
た。体験では実際にアイマスクで目を覆い、人の声や音に頼
って体操をすることからはじめ、最終的にはボールをコー
ンとコーンの間にシュートすることをゲーム形式で行いま
した。体験を通して、コミュニケーションの大切さや障がい
のある方への理解を深めることができました。今回の学び
を活かし、今後困っている人を見かけたときには、すすんで
行動に移せるようになってほしいと思います。 

品川消防署・品川消防団・PTAの皆様の御協力のもと、防
災訓練を行いました。煙体験・消火器消火・応急手当・AED
操作・救助救出・簡易トイレの組み立てなど、６種類にわ
たる訓練について、興味・関心をもってすすんで取り組む
ことができました。また、代表生徒による放水訓練も行わ
れました。実際の消火を意識した放水訓練を計４回の放課
後練習を生かし披露しました。生徒一人一人が、自助・共
助の意識をもつきっかけになる体験になりました。今後の
生活で起こりうる万が一の災害時に活かしてくれることと
思います。 



  

箏の授業 

５年               
 12/15～17 の３日間、講師の先生をお招きし、各クラス３
時間ずつ箏の授業を行いました。初めて触れる箏に目を輝か
せながら、意欲的に学習する姿が見られました。座り方や爪
の付け方、基本的な奏法について学び、「さくらさくら」の主
旋律と装飾音、伴奏まで演奏できるようになりました。講師
の先生から演奏のプレゼントもしていただき、箏が生み出す
多彩な音色に聴き惚れている様子でした。箏の魅力を存分に
味わい、日本の音楽に親しむことができました。 

１月の行事予定 

７年               

品川区では和楽器による音楽教育を通し国や郷土の伝統
文化を体験することを目的として、箏の授業を行っていま
す。７年生は 12/10～12に講師の先生をお招きして、クラス
ごとに３時間ずつ箏の二部合奏を体験しました。 
前期課程での経験を発展させて、爪を使わずに指で演奏

したり、左手を使った奏法を行ったり、さらに深く箏に触れ
ることができました。箏の豊かな音色を味わい、「夏の思い
出」の素敵なハーモニーを完成することができました。 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 木 始業式 安全指導 20 火 
学校公開 出前授業 1-4 

多様性の授業 79 

９ 金 給食始 FSS席書会 21 水 
児童生徒会朝礼  

オークランド教員派遣終 

10 土  22 木 そろばん教室 3 

11 日  23 金 午前授業 校内書き初め展終 

12 月 成人の日 24 土 スチューデント・シティ 5 

13 火 
校内書き初め展始 1-9 常任委員会 5-9 

オークランド教員派遣始 委員会活動 4 
25 日  

14 水 午前授業 26 月 ※振替休業日 5 

15 木 中央委員会 27 火 ４５６活動 英語絵本読み聞かせ前 5 

16 金  28 水 
ブロック集会 いちよん活動 

そろばん教室 3 

17 土  29 木  

18 日  30 金 社会科見学 5  

19 月 
学校公開 5時間授業 

そろばん教室 3 伝統工芸 4 
31 土  

＊品川区友好都市であるニュージーランド オークランド市より 1名教員が派遣(1/13～
１/21)され、全学年で授業を行っていただく予定です。 

＊転居等により児童生徒の居住地の変更（予定）がある場合には、早めに担任までご連

絡をお願いいたします。 
 


